
 

全ての項目において、肯定的な意見が85％を超えている。ペア活動は、毎時間の帯活動や音読練習、グループ学習
は、グループでの長文読解演習や発表活動も行っているため、評価が高いと考えられる。パフォーマンステストと
振り返りシートの取り組みに関しては90%を超えているが、これは単元のまとめとして、毎単元の終わりに必ず実
施し評価しているため、生徒が目的意識をもって意欲的に取り組んでいるためと考えられる。「教科の内容を分か
りやすく教えている」の項目では80％を超えているが、少人数でかかわっている教員と情報共有をし連携を図りな
がら、「当てはまる」の生徒の割合をさらに増やしていきたい。

分析

　学習指導に関する現状と課題（１学期・生徒による授業評価アンケートより）

全ての項目において、肯定的な意見が90％を超えている。特に振り返りに対する評価が高く、継続の価値が十分に
あると感じた。2学期以降は評価基準を明確にし、より主体性をもって取り組めるようにしていきたい。
一方、パフォーマンステストは1学期に1回しか実施できず、その影響で該当項目の評価が十分ではなかったと考え
られる。2学期以降は学期に2回を目標にして実施し、より精度の高い評価と学習効果の向上を図っていく。さら
に、2学期以降のパフォーマンステストではスライド等を用いてスピーチをすることで、生徒自身がICTを活用する
場面を増やしていきたい。
また、少人数で関わっている教員が5人と多く、各項目において高評価をいただいてはいるが、まだ連携が十分で
はないため、連携をより強め、質の高い授業を全員が行えるようにしていきたい。

全ての項目で肯定的な意見が９０％を超えている。５つの観点の中でも、「パフォーマンステスト」の評価が高い
理由としては、毎レッスンごとにパフォーマンステストを実施しているため、生徒が目的意識をもち取り組む意識
が高いのと同時に、パフォーマンステストを実施しているという事実があるため、評価する上で分かりやすいのだ
と考えられる。教員として、重点的に上げていきたい箇所は「教科の内容をわかりやすく教えている」である。そ
のため、今後も生徒目線に立った授業内容を作り、少人数に関わっている教員全員が努力して指導できるよう密に
連携していく。課題としては、「振り返りシート」の改善である。どうしたら生徒にとって一番意味のある「ふり
かえり」になるのか考えて改善していきたい。

分析

分析

重点目標教科名 英語

ペアワークやグループ活動などを通して生徒が主体的に取り組む授業を行う。単元ごと
にパフォーマンステストを実施し、学習内容を英語でアウトプットできるようにする。
また、振り返りシート記入で文法事項の定着を図るとともに、主体的に学習に向かう姿
勢を培う。

令和７年度　１学期　生徒授業評価アンケート

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教科の内容をわかりやすく教えている

授業中，作業する時間やグループ(ペア)で話し合う時間を十分にとっている

ＩＣＴ機器を活用するなど，授業方法が工夫されている

パフォーマンステストなど，英語で表現する活動を取り入れている

振り返りシート記入などで，学びを深める工夫がされている

１年 英語

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教科の内容をわかりやすく教えている

授業中，作業する時間やグループ(ペア)で話し合う時間を十分にとっている

ＩＣＴ機器を活用するなど，授業方法が工夫されている

パフォーマンステストなど，英語で表現する活動を取り入れている

振り返りシート記入などで，学びを深める工夫がされている

２年 英語

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教科の内容をわかりやすく教えている

授業中，作業する時間やグループ(ペア)で話し合う時間を十分にとっている

ＩＣＴ機器を活用するなど，授業方法が工夫されている

パフォーマンステストなど，英語で表現する活動を取り入れている

振り返りシート記入などで，学びを深める工夫がされている

３年 英語

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない


